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　昨年山口大学を定年退職し，実践女子大学に勤

務しております．山口大学での最後の仕事はアミ

ノ酸やビタミン D の抗炎症作用に関することで

したから，全く違った分野に入ったという感じは

しません．実践女子大学には矢田純一先生，多田

裕先生と著名な先人がおられました．

　山口大学での仕事は炎症性疾患の治療について

の臨床研究が主たるテーマでした．最近の研究を

紹介します．川崎病に対するヒト免疫グロブリン

療法（IVIG）の作用機序についてはかなり明らか

にし得たと思っています．抗炎症作用について，

IVIG 製剤とステロイドを比較すると，免疫担当細

胞（単球／マクロファージ，T リンパ球，冠動脈内

皮細胞）によって IVIG 製剤，ステロイドの 

nuclear factor κB（NF－κB）活性化に対する抑制

効果が異なり，IVIG 製剤は単球／マクロファージ

と冠動脈内皮細胞の NF－κB 活性化を強く抑制

し，T リンパ球での抑制はみられない．一方，ス

テロイドは単球／マクロファージ，冠動脈内皮細

胞，T リンパ球の NF－κB 活性化をほぼ均等に抑

制する．免疫病態から川崎病の治療法について言

及すれば，単球／マクロファージ，冠動脈内皮細胞

での炎症抑制には IVIG 製剤を，T リンパ球の活

性化がみられる一部の症例ではステロイドを加え

るのが理に適っている．

　ビタミン D3が電解質・骨代謝に関与すること

は広く知られているが，近年，単球や血管内皮細

胞での抗炎症作用についての報告が散見される．

ヒト冠動脈内皮細胞におけるビタミン D 受容体

の mRNA 発現と蛋白発現を確認し，活性型ビタミ

ン D3は TNF－α刺激による NF－κB 活性化を抑制

した．また活性型ビタミン D3は TNF－α刺激によ

る E－selectin 発現も抑制した．In vitro の実験であ

るが，活性型ビタミン D3は川崎病血管炎における

補助的な抗炎症治療薬になり得る可能性が示唆さ

れた．

　クローン病などの炎症性腸疾患ではアミノ酸を

主とした成分栄養剤の経腸栄養により栄養状態だ

けでなく臨床症状の改善も認められるが，その機

序についてはまだ不明である．近年一部のアミノ

酸の抗炎症作用についての報告が散見される．抗

炎症作用を有するとされているグリシン，ヒスチ

ジンおよびシステインに着目しヒト単球／マクロ

ファージにおける抗炎症効果について検討した．

グリシン，ヒスチジンおよびシステインは THP－

1 細胞（単球系細胞）において NF－κB 活性化お

よび IκBαのリン酸化を抑制し，また ICAM－1 発

現や IL－8 産生も抑制した．これらのアミノ酸が

有する抗炎症作用は NF－κB の関与する炎症性疾

患の補助的な栄養治療になり得ると考えられる．

　実践女子大学では応用栄養学，育児学などの講

義を担当しています．栄養学を通して炎症性疾患

をみつめ直すよい機会が与えられたと感謝してお

ります．
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